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やぷだま胞子の一二成分に掬ナる試験

農皐士田所哲太郎

ON SOME CONSTITUENTS OF THE SPORES 

OF 

LASlOSPHλ：：RA FENZLII. 
BY 

I. TAnoKoRo, Nag，αkushi. 

｛ー唱副同ーーー一

従来菌類胞子の化串的成分に関する研究極めて少し嘗てク

レマー（Cramer）氏があをかぴの施子、（Centralbl. f. Bakt., Jena, 2. Abtリ

I Bd.，）.麻生氏は麹の胞子（Bull.Coll. Agric吋 Tokyo.Imp. Univ., Japan, 

1900, 81.）に就きて行以たるものあるに過ぎず。而してやぷ？ざまに

闘しては研究報告多くあるも、未芦其胞子の成舟に就きて行以たる

ものあるを聞かず。偶 φ著者は該菌を採集するの期を得たるを以

て、実成卦に就き試験を行はん ζとを企園せ bo 然れど材量極め

て少か bしが矯め、僅に一二の成分に就き強備的試験を行び得1?.

るに過ぎぎ bしが故に、更に他日を期して詳細報告するととあるぺ

Lo 

供試材料の調製 やぷ7さまの未 1i胞子を飛散せざる前に採集

し、之を室内に置きて成熟せしめた b。乾燥せる胞子を紙上に集め、

絹備にで撰別して、菌糸其他の爽雑物を除3、天秤室に数日開放置

して綾材量壕に貯へ分析に供せ b0 

一般成分 節別せる気乾態の試料を取 b常法に依 bて攻の成

分を定量せ b0 

成卦 水卦 粗友好 祖脂肪 粗蛋白質 無窒素物

原物官分中 12,63 2,25 5,19 37,79 42,14 

乾物百舟中一一 丸46 5,94 42,25 48,23 

, 
幽圃占喧a
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196 問所－。ぷt！ま胞子ノーニ成分1：闘する試験

窒素の去を配 一般分析に於て粗蛋白質とし℃定量せし窒素化

合物の合量は、金乾物量の大竿を占むる之とを知るが故に、次代

其窒素卦配朕態を試験せ b。即ち J、ヲスマン（Hausman）氏の方法

に依 ！， 8 克＠材料を取·~ 80克の漉原蝿酸と共民議流冷却器民連結

して、完金に分解したる綾ア y =I: .：：.アを酸化マグネジヤにて遊離

せしめ以てア Y 毛品ア態蜜棄を定量し、楽観披iま之に盤酸を加へ

500姥の量液フラースコに遭遇し、温紙上の沈澱の窒素は之を定量し

てメラユン態窒棄の量と在し、櫨液は之を 100鋸と在し、其 25搾

を取 bてモノア電ノ及ヂア霊ノ酸態窒素の合量を測定し更に遁液

100拷を取 b燐ク JYフラム酸に依 b沈澱を作 b.該沈澱中の窒素を

定量してヂアミノ酸態窒棄の砂量を測上前合量よ b差引き以て

モノア竃ノ酸態窒素とせれ其結果を示せば下の如し。て

金窒素ア量毛主義稽 メヲ：，，－態 唱ノアミノ強窒泰 唱ノア 2ノ懸昭 ヂアミノ態
ii素 ヂア圭ノ a毒 素 憲議

無水物百身中 4,84 1,32 0,046 3,47 3ρ2 0,42 

会窒素百分中一一‘ 28,09 0,22 71,69 62,32 9,37 

農水化物の定性試験 次に農水化物の定性試験を酒精浸出物

及び稀樟曹建被浸出物即ち護諜質の爾者に就きて行以た !J.。

酒精浸出物を得るには突の昆作に由る、 30克の材料を取 9.之

氏100跨の 90%酒精を加へ、 12時間冷慮民放置し、アンモーアにで

中和したる綾、逆流冷却器民連結して 2時間湯煎上にて浸出せ b。

浸出椛は之を異室内氏蒸脅して綾95%i酉精突に純酒精にて教同慮

理じ以て舎利別を作れ b。又曹達被浸出物を得るには、其残浩を 4

%の曹達液にて浸出し盤酸及びi画精にて沈澱を作上之を 5%硫酸

を以て加水牙解を行仏、中和復蒸稜し、 95%の酒精及純酒糟にで教

同慮理して前同様舎利別を作れ b。雨種の金利別は下の動主化串

反臆を有す。

i酉精侵出物よ b縛1?.る舎利別、

い，，，；」ピ；？？守
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1. フz - ，ング（Fehling）氏披を強〈還元す、偏党面を右轄す、

2. 宅四 9タセ Fクドラ y スキー（Molisch-Udransky）氏反臆積極左る

弘フ官、グW チシ住民由るベントースの反態を豊せず。

3. ν ゾ /V チン及~瞳酸 tと依動セ， q ノタフ（Seliwa.noff ）氏の皮

臆消極な b。
4. 7 .，，，品 /Vヒドラダ Y を加よ、るも守 Y ノ串ス固有の結晶性ヒ

1－・ラゾンを生成せず． 是に於て之に哲青酸を加へ湯熊鍋中氏温めし

に黄色結晶性のオサグンを生,r.!> 0 

曹達披浸出物よ b待たる舎利別、

1. フt 由 9ング氏液を強〈還元す、且つ毛－，，.1:，＂ド歩ンス

キー氏反謄顛薯意 ！＞ 0 

2. フロログ Jレチン及び噂西空民主争ぺ Y トース間有の l授牧 )IL

ベグト＇＂＇を表 3ず。

3. v グ/Vチン及び盤酸に依色セヲヲノヲフ氏の反臆を呈せず0

4. フzニー ／V ヒドラジンを加よ、るもマシノース固有の結晶性

ヒドラグシを生成せず、然れぎも之に酷酸を加へ湯煎上に加温する

きは黄色結晶のオサヅンを生成すO

5. 且つ該舎利別は偏党面を右方に廻轄す。

其他雨舎利別中には館酸鉛及び 5%硫酸の存在に於て沈澱す

べき物質を合有す、叉曹達波及びヂアグベングス JVフォン酸に依 b

美麗在る赤色反騒を呈す。

キチン質に音色｝する試験 以上の如〈慮理したる洩皆よ れ更

に 5%硫酸に依 bて加水分解せらる、物質を除きたる綾、 ジユ JV

ッ（Schulz）氏？去に依 b 盤酸グルコサミ Y結晶の析出を企て~ ！） 、即

ち強臨酸を加へ湯煎上に加湿する之と 15牙聞の綾、冷却し水を加へ

て稀轄し櫨過せb、穂波を骨茨にて脱色し蒸接濃厚と在し硫酸上氏

乾燥する乙と一週間に及ぶも盤酸グノV ョサミ Y の結晶を生成せぎ
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!, ' B。
概要 之を要するに胞子は合窒素有機物に富み、金量の 42.25

%を合有す、此等は蛋白質及アミノ酸類よ bなるもの在るべく、其

分解に際して、窒素の取るべき形態は毛ノアミノ酸態最も多〈、ア

Y モユア態之に次ぎヂアミノ酸態を取るもの最も少しO

農水物中にはケトース、ペントース．マンノース及び此等の母

体たるべきものを合有せず、然れ E黄色結晶性のオサゾンを作れ

偏党面を右轄す、且つ其他の反臆よ b考ふるに、恐ら〈は萄葡糖及

其母体を合有するものなるべし。

胞子を酒精、酸、ア JVカ 9液等 tζ て慮玉里したる後、盤酸にで洩涯

を卦解するも盟酸グ JVヨサミンの結品を生成せざるが故に胞子の

皮膜は恐らくキチン質にあらぎるべしC

- －』
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